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はじめに

大正北小学校区は八尾市の南西端に位置し、大阪市の最南東部に隣接している、約６００
ｍ南には大和川が存在する閑静な住宅地域である。また、防災施設として大阪府中部広域防
災拠点があるのに加え、八尾富田林防災道路が計画されており、防災意識が高い地域です。
本地域で想定される災害は、生駒断層帯地震や南海トラフ巨大地震、大和川・平野川の氾

濫です。そこで、大正北小学校区の地区防災計画で想定するハザードは「地震」「風水害」
です。起こりうる被害の想定と対応計画について示します。

日常の心構え

大正北小学校区の受入れ可能人数（避難生活を送る場合）は、大正北地区の人口約8,500
人に対して、避難所運営マニュアルでも示している通り約９００人と限られています。
そこで、日頃から防災に関心を持ち、家族で話し合い、在宅避難が可能となる家屋の耐震

補強等の生活環境の改善にも努めましょう。
また、発災初期は人命優先での対応やインフラ自体の被災により、行政による支援が遅れ

72時間は充分な支援を受けられないことが想定され、食料・物資の調達や各種情報の収集伝
達は地域で協力して行なう必要があります。ぜひ、以下の災害時の対応に役立つ物を各家庭
で備えるように心がけて下さい。

飲料水（3ℓ×7日分）×家族分・食料品（7日分）
ご飯（アルファ化米）・缶詰、インスタント食品など。

カセットコンロ・ガスボンベ・固形燃料

簡昜トイレ・トイレットペーパー・ガーゼ・洗面道具など

携帯用飲料水・食品（缶詰など）・貴重品（現金、通帳、印鑑、免許証などの
身分証明書・権利証書健康保険証）薬・薬手帳・救急用具・軍手・ヘッドライト
ランタン（電池含む）・ヘルメット・携帯ラジオなど

避難所生活においては、指定避難所への避難者・在宅避難者を問わず、避難所運営の
各役割班の班長等と、誰が逃げているか、避難者の様子などの情報を報告・共有しな
ければ、孤立する避難者を生み出しかねません。
日頃からの地域活動等を通じ、共助のネットワークを広げ、地域で乗り切る心（絆）
を作りあげることが大切です。

食料

非常時に持ち出す物

燃料

生活用品

災害時に役立つ物

＜まずは自助＞

安否確認方法

無事ですタオルの活用【Ｐ１７，１８ 参照】

－１－



図形で示す災害用備蓄品とローリングストック

大正北小学校区では家庭備蓄ローリングストックを推奨

「ローリングストック」とは、普段の食品を少し多めに
買い置きしておき、賞味期限を考えて古いものから消費
し消費した分を買い足すことで、常に一定量の食品が
家庭で備蓄されている状態を保つための方法です！！！

ココがポイント
・費用、時間の面で、普段の買い物の範囲でできる！
・買い置きのスペースを少し増やすだけで簡単！

－２－

備えをしない後悔より、備えをする後悔を！！



災害時、まずは自身や家族の身の安全確保を第一に考える（自助）。

大規模地震の場合は・・・ 風水害（洪水、内水氾濫）の時は・・・

地震の規模が大きいと判断される場合、家の中に
いる家族の無事が確認できたら、隣近所に声をか
け、自主防災組織（町会）で決めた「地域の集合
場所」に向かいます。そこで自主防災組織全体の
安否確認や出火確認を行い、必要に応じ消火や救
出・救護などの応急活動を実施します。その後、
自宅が被災したなど自宅に戻れない場合は、避難
所へ移動します。

台風や集中豪雨等の水害（洪水・内水氾
濫）のときに、「高齢者等避難・避難指
示・緊急安全確保」が発令された場合、
直接避難所へ避難してください。ただ
し、浸水時、夜間の場合や昼間でも溢水
等により、河川と道路の境界やマンホー
ルの蓋が見えない場合には、一時的に2
階以上に避難（垂直避難）することなど
が必要です。
八尾市から高齢者等避難が発令された段
階で、地域においては、要配慮者への声
かけ等の対応が求められます。
行政職員は、地域と連携して、必要な避
難所の開設や要配慮者対応を行います。

◆ 自身や家族の身の安全確保

□揺れがおさまるまで身を守る。

□家屋内にいる家族の安否確認を行う。

□揺れがおさまったら使用中の火気を消す。

□避難するときは必ずガス器具の元栓を閉め、通
電火災を防ぐため電気のブレーカーを切る。

□周辺の安全を確認して避難する。

◆ 隣近所の確認 ◆ 避難誘導

□火災の発生、倒れた家などに挟まれた人がいな
いかなどの確認をする。

□町会で、安全に気を付けながら避難所
へ移動し、可能な限り要配慮者への避難
支援を実施（地震時）

□対応に人数等不足する場合は「地域の集合場
所」へ行き、支援を要請する。

「地域の集合場所」へ

消火器や救出に必要な器材を持って

◆ 初期消火、救出・救護、安否確認（共助）

□地域内の出火確認・初期消火、救出・救護

□「地域の集合場所」で点呼・安否確認

□町会の班単位で確認し、町会単位で情報統括

□可能な限り、消防団との連携のもと、「地域の
集合場所」に集結した住民を中心とした救出・救
護活動、安否確認の継続

※ 自宅が無事な場合は帰宅

身の安全の確保・避難（指定避難所まで）

・・・直接避難できる場所へ避難

－３－



大正北小学校区まちづくり協議会 防災組織図

安心安全部会

在籍中のまちづくり協議会委員が任に当たる
★各町会、自治会より選出されている
★緊急連絡時の体制を確立
★地区ごとの指定避難所及び一時避難場所を
把握しておく

まちづくり協議会委員選出の各種町会・団体組織

－４－

木の本地区連合町会 木の本西北町会 木の本西中町会

木の本西南町会 南木の本地区連合自治会 南木の本東北町会

南木の本東中町会 南木の本東南町会 西木の本１丁目町会

大正住宅自治会大正自治会 南木の本１丁目町会

南木の本３丁目自治会 南木の本東町会南木の本４丁目町会

南木の本新町町会自治会 南木の本新２丁目自治会

サンハイツ八尾南１棟自治会

サンハイツ八尾南２棟自治会

サン八尾南ハイツ自治会

ラビィー南木の本３丁目自治会

大正北地区自治振興委員会

大正北地区高齢クラブ連合会

大正婦人会 木の本婦人会

大正北地区女性会

大正中学校区地区民生委員児童委員会

大正北地区福祉委員会

大正北地区青少年育成連絡協議会

大正北地区保護司会

大正北地区更生保護女性会



大正北小学校区各指定避難所と避難所運営組織図
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避難所が開設されれば
【大正北小学校区避難所運営マニュアル参照】

避難所運営委員会設置

避難所運営代表者を選定

各役割班リーダーを選定
☆避難所運営が円滑に進むよう、運営体制を確立

避難所についたら
①受 付 →氏名等記入（何名か等々）
②場所の確認→居場所の確認（位置）
③物資等受領→生活スペースの準備

－５－

各地区における指定避難所
①木の本地区
南木の本５～９丁目地区

②西木の本地区
③南木の本１～４丁目地区

①

②

③

（大正中学校）

（大正北小学校）

（南木の本防災公園）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
班



第３期 “わがまち推進計画” で５つの目標
を掲げた内
①安心してくらせる安全なまち
②みんなの笑顔が広がるまち
③みんなでふれあい健康で暮らせるまち
をモットーに
大正北小学校区の地域住民の命と生活を守るため
災害発生時に「やるべきこと（コンセプト）」と
して定める。

大正北小学校区の防災目標

－６－

避難するときはこんな服装で

⚫ 丈夫で動きやすいものを身に着ける。
⚫ 長袖・長ズボンを着用。材質は燃えにく
いものを。（化繊よりも木綿製品）

⚫ ヘルメット（防災頭巾）をかぶる。
⚫ 非常持ち出し品は両手が使えるように
リュックサックに入れて背負う。

⚫ 軍手（手袋）をはめる。
⚫ 靴は底の厚い履きなれたものを。



地区防災計画の対象

大正北小学校区の地区防災計画で想定するハザードは
「風水害」と「地震」です。
「風水害」では、大和川・平野川・用水路による氾濫に

対して起こり得る被害の想定と、氾濫発生を見据えた、避
難から指定避難所開設までの対応計画について示していま
す。
「地震」では南海トラフ巨大地震（海溝型地震）及び生

駒断層帯地震等（直下型地震）に対して、起こり得る被害
の想定と、地震発生直後から指定避難所開設までの対応計
画について示しています。

計画の目的

①平時においても災害に備え、自助力を高める。
②大正北小学校区における地震・風水害の被害
想定を周知する。

③災害発生の恐れまたは、災害発生から指定避
難所へ避難し、指定避難所開設までの流れ
を把握する。

④地区（各町会）ごとの防災に関する取り組み
と避難の体制を把握する。

－７－

※発災後、避難所の運営については「避難所運営マニュアル」を参照



地震災害について（災害特性・心得）

－８－



地震から身を守るために

～3 分 30 分 3 時間 3 日間 3 週間～

自身・家族
の身の安全
を確保

救助体制の確
保、「地域の
集合場所」に
集まる！安否
確認、救出・
救護

安全を確保し
た上で、助け
を必要とする
人の発見・救
出

町会全員の安否
確認と安全な避
難を行う

避難所運営委員
会の立ち上げ及
びルールの設定

（地震の場合）
避難生活の安定
へ
※避難所統廃合
の検討など

★ 『３・３・３の原則』

－９－

○災害発生から避難生活期に至るまでの時間経過と対応の目安を
「３・３・３の原則」として、示しています。

★ 地震発生！その時どうする



風水害について（災害特性・心得）

－１０－



風水害について（災害特性・心得）

－１０－

★大和川氾濫時の大正北小学校付近の“想定浸水深”＝２．２ｍです！
①【垂直】建物の２階以上に避難しましょう！！
②【水平】大正北小学校区より、北側へ避難しましょう！！

⚫ 風水害時の（垂直・水平）避難先について

－１１－



風水害

－１２－

警
戒
レ
ベ
ル

避難情報気象情報

避難に関する情報

自主避難など
注意の呼びかけ

高齢者等避難

避難指示

緊急安全確保
5

4

3

2

1
早期注意情報

（警報級の可能性）

大雨注意報

大雨警報
（浸水害）
洪水警報

氾濫危険情報

大雨特別警報
氾濫発生情報

気象庁発表 八尾市発令

時間
の
目安

２~３
日前

1日前

3~6
時間前

２
時間前

0
時間前

※八尾市が発令する「避難情報」が基準です。
※気象庁が発表する情報の警戒レベルと、八尾市が発令する避難情
報とは、必ずしも一致しません。



情報収集
・気象情報
・インターネット等

情報確認
・ハザード
マップ確認

・気象情報等

連絡体制確認
避難行動要支援
者の連絡先、避
難先連絡担当を
確認

避難誘導
要支援者が避難
できたかを確認

避難完了確認
・全員避難でき
たかを出来る限
り把握する

避難所運営
・対策本部設置
・各運営班設置
・避難者把握等

自身の身の安全を最優先に考えた行動を！！！
わたしが逃げる場所（ ）

避難完了
・浸水区域外
・避難場所

避難所運営
・運営に協力
・家族の安否
確認

避難の開始
・水平避難
(立退き避難)

・垂直避難

避難完了
・浸水区域外
(龍華&太子堂方面へ)

・避難場所

タイムライン

－１３－



大正北小学校区避難の考え方（風水害）
（避難行動判定フロ－）

－１４－



大正北小学校区避難の考え方（地震と風水害）

－１５－

３カ所の指定避難所への避難と、分散避難を推奨

地震と風水害の避難の違い

自宅が危険な場合の避難先は、指定された３カ
所の避難所の他、防災マップを確認した上で「安
全」な親戚や友人宅に避難する（分散避難）
ことも考慮し限りあるスペースに本当に行く必要
のある方を優先し、適切に受け入れられるように
ご協力ください。

避難所運営は避難所運営マニュアルを中心に実行する

避難所は、在宅避難者の支援も含め、地域コミュニ
ティの場となります。発災直後には、住民自治による迅
速な取組が重要となることから、避難所は原則として、
行政協力のもと、住民の自主運営とします。自分たちで
運営していく場所として取り組みましょう。行政は情報
統括や必要なニーズに対する支援（物資調達など）を中
心に行います。

避難所は住民の自治による開設・運営を目指します。

基本、３カ所に指定された避難所での避難住民による
運営とします。（避難所開設・運営の基本方針より）

※避難所運営マニュアル［１Ｐ］参照

●地震発生時は、地区の集合場所に集合し、まわり

の人の安否を確認し、必要なら避難する。

●風水害時は、地区によっては一時避難場所も冠水

している恐れがあるので、地区で集合せず、
すぐに避難し、身の安全を守る。



災害時要配慮者に手厚い大正北小学校区の防災を目
指す取り組みとして、災害時に支援の手が必要な人の
取り残しを無くすために、同意者リスト宅を訪問し、
災害時は個々の意向に沿った対応支援を行うと共に、
みんなで協力し合える「まちづくり」を目指す
こととする。

大正北小学校区の要配慮者安否確認方法

－１６－

大正北小学校区が取り組む計画

やらない後悔より、やる後悔を！！！

課題



大正北小学校区の安否確認方法

無事ですタオルの活用（風水害）

ご自宅にある、
〇タオル
〇手ぬぐい
〇ハンカチ
等々を活用する！！

家の中にいる人が無事であれば、家の玄関扉やポ
ストなど外から見やすい場所へ「提示」する。！

－１７－

指定避難所へ避難
されて来なかった
近隣の方等々の
《安否確認》



大正北小学校区の安否確認方法

無事ですタオルの確認方法（風水害）

玄関に出すマークを各家庭で決めておく！

－１８－

あなたの安否を
情報発信！

班長・組長等々が
安否確認情報を収集

安否確認後、防犯の
ためタオルは外すこと

情報を指定避難所
に持ち寄る

日ごろから、
コミュニケ－ションを！

各指定避難所の
対策本部へ情報連携

要配慮者への避難誘導は、みんなで協力し合い誘
導を行いましょう！！！



大正北小学校区の安否確認方法

点呼・安否確認方法（地震）

地域の集合場所へ（一時避難場所等）

－１９－

班長・組長等々が
安否確認情報を収集

町会単位で情報統括

可能な限り、消防団
自主防災組織と連携

集結した住民を中心と
した救出・救護・安否
確認の継続を実施する

地域内の出火確認・初期消火・救出・救護は
みんなで協力し合い活動を行いましょう！！！

地域の集合場所で
点呼・安否確認を

日常、家族で避難場所
の確認をしておきま

しょう！

公園や広場等



木の本 地区情報

・木の本防災組織を中心に連絡を取り合う
・防災組織隊長を筆頭に、各町会副隊長が安否確認を実施
・地域消防団との連絡体制が整っている
・１回／年 防災組織による防災訓練を実施している
（消防署の指導の元、訓練を実施している）

・必要最小限の防災用グッズの備蓄庫が存在する
・木の本公園に防火貯水槽が整備されている
・要介護者・支援者へ介助する体制があり、消防署との連絡
体制も確立されており、連絡を取り合い支援する

・神社とお寺（２カ所）が存在し、一時避難場所として活用
して頂ける。

地区の特徴

地区の支援体制

地区の課題

・道幅が狭く、緊急・福祉車両が通りにくい
・狭路であるが殆どの道路が両側通行であり、一方通行でな
いため往来が困難となる

・地域北側への避難道路が２か所しか無い
・町会脱退者が多く非常時に連絡が取りにくい
・防災訓練を毎年実施しているが、参加者固定化されており、
防災資機材取扱者が限定される

－２０－

・家屋密集地が多い
・道幅が狭い箇所が多い
・道幅が狭いが、車両通行量が多い
・高齢者が多い
・一時避難場所等は、木の本公園及び濠公園
・地域の１／３に値する方々は、２か所ある府道へ退避し
易い地形である

・樟本神社、佛念寺、西光寺の神社１か所と寺が２か所
存在し、少人数での一時避難が可能



木の本地区 指定避難所への避難ルート

避難経路

（木の本公園・堀公園）
※但し、指定避難所に近い

隣組の方々は直接指定避難所へ

【一時避難場所】

【指定避難所】

（大正北小学校）

地震避難ルート

風水害避難ルート

一時避難場所等

指定避難所

凡例

－２１－

木の本公園

濠公園

木の本樟本神社

大正北小学校

ス－パ－ヤオヒコ



南木の本１丁目～４丁目 地区情報

－２２－

地区の特徴

・高齢者が多い
・一時避難場所等は、南木の本公園（南木の本１～２
丁目）

・平野川支流が存在する
・地区の西側は、西へ通れる道が少ない。

地区の支援体制

地区の課題

・必要最小限の防災グッズが備蓄されている。
・指定避難所の南木の本防災公園／体育館に隣接しているた
め各自が避難経路を十分に理解できている。

・３丁目公園から、防災公園へつながる「フェンスの鍵」を
３丁目町会にて管理している。

・要介護者、支援者への支援体制構築が今後の課題である。
・築２０年前後の住宅が多く、若い世帯も多く防災に対する
意識が低い傾向がある。



南木の本１～４丁目地区 指定避難所への避難ルート

避難経路

（木の本公園・堀公園）
※但し、指定避難所に近い

隣組の方々は直接指定避難所へ

【一時避難場所】

【指定避難所】

（南木の本防災公園）

地震避難ルート

風水害避難ルート

一時避難場所等

指定避難所

凡例

－２３－

南木の本公園

ス―

パ―

ヤ
オ
ヒ
コ

南
木
の
本
防
災
体
育
館



南木の本５丁目～９丁目 地区情報

－２４－

地区の特徴

地区の支援体制

地区の課題

・道路幅が狭い箇所が多い
・家屋密集地が多い
・高齢者が多い
・一時避難場所等は、サンハイツ八尾南２棟自転車置
き場、南木の本６丁目公園、空港北濠緑地が２か所
平野川河川敷跡

・地域の１／３に値する方々は、府道へアクセスし易
い地形である

・現状では地区の高齢者団体と民生委員による高齢者の
管理把握している状況で災害時要配慮者等への介助を
するようなっている

・各町会の班長が安否確認を行う体制である
・町会長を主に、班長が連絡を取り合う体制である

・広い場所がなく、一時避難場所も狭いため点呼した後
随時、指定避難所へ移動してもらう

・各世帯の人数の確実な把握が必要である
・高齢者が多く、防災意識が低い
・昔からの地形であり、ブロック塀があり地震時に家屋
が倒壊し通行できない可能性がある

・道路幅が狭く、緊急車両が通れない箇所がある。
・浸水想定深度が深い
・指定避難所の大正北小学校に入る「鍵」等の管理につ
いて検討する必要がある



南木の本５～９丁目地区 指定避難所への避難ルート

避難経路

（木の本公園・堀公園）
※但し、指定避難所に近い

隣組の方々は直接指定避難所へ

【一時避難場所】

【指定避難所】

（大正北小学校）

地震避難ルート

風水害避難ルート

一時避難場所等

指定避難所

凡例

－２５－

大正北小学校

サンハイツ八尾南第２棟
駐輪場

南木の本６丁目公園

ス―

パ―

ヤ
オ
ヒ
コ



西木の本 地区情報

－２６－

・比較的に家屋が整列している
・比較的に道幅が広い
・高齢者、一人暮らしの住人が多い
・地区南側に高層の八尾市営住宅がある（８階建）
・地区北側と東側に府道等がある
・地区内に総合病院がある（厚生会第一病院）

・現行では地区の高齢者団体（寿会）と民生委員による
高齢者の管理把握している状況で要介護者、支援者へ
の介助をするようなっている。

・一時避難場所は、西木の本２丁目公園
・大正北地区合同の防災訓練に参加している。
・大正北小学校内に初期消火用ポンプ施設がある。
・大正自治会館の地下に防災貯水槽の施設がある。
・西木の本２丁目公園南側に防災用具の備蓄備えがある。

・一時避難場所の西木の本２丁目公園と指定避難所の大
正中学校、大正北小学校と隣接している

・地区内に大正北小学校が存在するが、西木の本地区の
指定避難所へは指定されていないが近隣の西木の本
２丁目住民の一部が避難すると考えられる

・地区北側と西側は大阪市に接しているので、その住民
の避難が予想される

・避難所の大正中学校に入る「鍵」等の管理について検
討する必要がある

・西木の本１丁目東地区（１丁目自治会）の住民が南木
の本防災公園への避難が予想される

・以前、実施していた西木の本小地域ネットワ－ク主催
の大正中学校への避難訓練がこの近年実施されていな
い

地区の特徴

地区の支援体制

地区の課題



西木の本地区 指定避難所への避難ルート

避難経路

（西木の本２丁目公園）
※但し、他指定避難所に近
い方々は直接他指定避難所へ

【一時避難場所】

【指定避難所】

（大正中学校）

地震避難ルート

風水害避難ルート

一時避難場所

指定避難所

凡例

－２７－

● 大正中学校正門
〇 大正中学校西門
〇 大正中学校北門

大正中学校



避難所開設準備・開設［避難所運営マニュアルより抜粋］

－２８－

避難所開設の流れ

災害時、避難所開設員（市職員）と地域が避難所を開錠し、受入準備、レイアウトづく
りを進めて避難所を開設する。

開設の判断

・八尾市災害対策本部等で開設が必要と判断したとき（防災行政無
線、エリアメール、広報車、八尾市ホームページでお知らせあり）

地震の場合
(警戒レベル4以上)

水害の場合
(警戒レベル3以上)

・震度５強以上の場合（市内すべての避難所が自動開設）

・地区において避難情報（高齢者等避難）が発令された場合
・八尾市に特別警報が発表された場合

・災害対策本部等で開設が必要と判断したとき（防災行政無線、エリ
アメール、広報車、八尾市ホームページでお知らせあり）

避難所開設

避難所情報 情報運営班班長

避難者数（総数） 被災者管理班班長

設備・資機材の調達 施設管理班班長

食料・物資の調達 食料物資班班長

衛生状況 衛生班班長

地区被害状況

避難所状況

※災害ボランティアセンターは社会福祉協議会が運営します。

避難所運営委員会＋（避難所開設員）

避難所開設員、消防、警察など

ボランティア班長

災
害
対
策
本
部

けが人・病人・要配慮者数

ボランティアの要請

※食料・物資は、災害対策本部から、協定締結
企業や府・他都市等へ調達要請を行う。

救護班班長

運営業務全般をと
りまとめ災害対策
本部との連絡調整

総務班

総務班 ※

災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア

セ
ン
タ
ー



緊急時のテレホンガイド

－２９－



－３０－

防災情報の取得方法



大和川水位情報の活用（河川水位監視カメラ）

河川のカメラ画像クリック

インターネットで「おおさか防災ネット」と検索

カメラ画像クリック

－３１－

リアルタイムで水位が確認できます

防災情報の取得方法



おおさか防災アプリ

防災情報の取得方法

－３２－



今後について

－３３－

大正北小学校区、地区防災計画の見直しに
ついては、まちづくり協議会が開催する防災
訓練等での検証結果や意見等を踏まえ、ＰＤ
ＣＡサイクルに従って八尾市の地域防災計画
の見直しとの整合性を図りながら、まちづく
り協議会「安心安全部会」で、計画の見直し
を提案する等、適宜検討を行っていきます。

ＤＯ
実行

計画の策定

防災訓練等
部会等での検討

役員会の承認

ＰＤＣＡ
サイクル

大正北小学校区まちづくり協議会

４つのプロセス


